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まちづくりへの参画促進：全体構成

本資料では、「菊川市こども・わかもの参画宣言」の実現に向けて必要な取組と視点を、以下の三つの大き

な柱に沿って整理しています。

01

基盤づくり

意識改革・制度設計、居場所づく

り、行政の取組を通じて、若者参

画の土台を整えます。

02

段階毎の取組

①知ってもらい興味関心を高める

→②参加者になってもらう→③意

思決定に関わる・実施主体にな

る、という段階的なアプローチに

より若者参画を着実に進めます。

03

取組のアイデア

様々な主体とのコミュニケーショ

ンを通じて、多様性と包摂性のあ

る地域づくりを目指します。
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１ 基盤づくりÿ１Ā意識改⾰‧制度設計
若者参画~基盤を整え»ため{�1まz意識x制度~両⾯{¹変⾰を進め»sx|重要wy2

解像度を上r»

学⽣‧若者~解像度を上r

»ÿ⼤⼈‧若者~双⽅|Ā

活動時間~確保

若者|地域w活動y»時間

を増やy

応援y»⼟壌uくº

若者|地域wやºたいsx

を応援y»⼟壌をtく»

世代間~リンク

若者1働}世代1⾼齢者~

気持ち‧考えをリンクさ{

»

壁をzくy

壁をzくy1交流~場をt

く»
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１ 基盤づくり（２）居場所づくり・（３）行政

居場所づくり

＜制度・運用＞

ユースカウンシルの設置（市公認化）

安全に交流できる場、安心していられる居場所

＜施設・設備＞

勉強や交流の場をつくる きくる２号館、公民

館、地区センター

自然体験が安全にできる場

旧小笠町地区にも集まれる場所を

がんばる場、活動する場だけじゃなくてくつろ

げる場（例：温泉等）

行政の取組

＜コミュニティバスの活用＞

若者も利用しやすい外観、デザインに

民間バスも含め、利用しやすい本数、ルー

ト設計を

＜その他インフラ整備＞

ごみ箱設置で綺麗な市内を保つ

フリーWi-Fi

こども・若者の活動相談窓口の設置（市役

所組織として）
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Ā 段階毎の取組ÿÿĀ知って²らい興味関⼼を⾼±る
若者の地域wの幅広い活動を市⺠‧若者{知svも¹うこxが第⼀歩wす2

⽬{tく団体紹介

パネû~設置ÿ例：}く

»Ā

活動や団体{tいv~情報

を学年集会く¹い~üベû

w伝えvいく

まちuくº{参加しvい»

若者{¹~情報発信

学校‧世代別~発信

⼩中⾼ 学校へ⾏sv活動

紹介

⾼⼤ ネット‧SNSw活動
紹介

⾼齢者 若者参画協議会を

TVw流す

SNS‧タイムúーz発信
⾼校~インスタ 事後報告

w�zく企画~段階wスト

ーúー{あr»

SNS{早±{情報を出す

sy²若者参画宣⾔を参画

協議会ÿ⾏政‧学校‧学

⽣‧NPOĀ|広±»

〇学校の授業w地域‧社会xの繋がºを意識uけ»こxも重要wす2

社会xtzが»授

業

学校x市x地域が

連携す»

社会科や歴史の授

業wまちの歴史を

地域の⼤⼈が教え

»

⼩中学⽣が企業の

⼤⼈1社会の⼤⼈

x関わ»機会を設

け»
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２ 段階毎の取組（２）参加者になってもらう

興味関心を持った若者が実際に参加者となるための工夫と機会づくりが求められます。

意見聴取への参加

こえのもりやアンケート

への回答

目安箱の設置

企画内容の工夫

勉強やためになる企画

色んな世代の人が参加で

きるイベント

複数のイベントを同時開

催し一度の参加で色々な

活動に触れられる工夫

子ども同士の関わり

（例：高大生が小中学生

のみ参加のイベント開催　

等）

若者の発言機会を増や
す

若者に会議へ参加しても

らう、若者が参加できる

機会を増やす

会議や委員会に出る人を

毎回変える、いろんな人

に出てもらう

若者と地域の人の交流や

対話の機会を設ける
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ÿ 段階毎の取組
ÿĀĀ意思決定{関わる‧実施主体{zる

参加{¹⼀歩進�1若者|意思決定~場{⽴ち1~ちuくº~実施主体xz»sxを⽬指し~す2

⾃治会運営へ~参画

‧⾃治会運営{若者|参画す»

市⻑へ直接伝え»場

‧市⻑へ直接伝え»場~設定

ユースカウンシル‧若者議会

‧ユースカウンシルへ~参加1若者議会{¸»

政策提⾔及び実現

魅⼒的z団体uくº

‧魅⼒的z団体をtく»ÿ既存~団体‧活動へ

~参画w�zく1新た{団体を⽴ち上rv活

動Ā
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３ 取組のアイデア
（１）様々な主体とのコミュニケーション

「提案する人と実行する人が話す機会をつくる」ことで、アイデアが実際のまちづくりへとつながる循環

が生まれます。

国際交流

日本語を学びたい子どもの居場所作り

外国籍の学校と日本の学校の交流促進

障がいがある方とのコミュニケー
ション

障がいある子も楽しめるスペースを

朝活（視覚障害のため、車を運転する

際には人通りの少ない朝早くに活動）

多世代交流

おじいちゃん、おばあちゃんの流行を

発信する場

大人のあたり前を教えてくれる機会

提案者と実行者

提案する人と実行する人が話す機会を

つくる
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